ITPは、血小板減少により種々の出血症状を呈する後天性疾患である。今回、口腔内出血を契機にITPと診断された1例を経験したので報告する。患者は87歳、男性。血小板数は500/μLと著しく低下していた。他院血液内科にて診断後、免疫グロブリン大量療法、血小板輸血、副腎皮質ステロイド療法が行われた。（147文字）　
